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本
市
は
、
「
明
る
く
　
住
み
よ
い
　
豊
か
な
岡
崎
市
」
を
目
標
に
、
「
均
衡

と
調
和
の
と
れ
た
　
ロ
マ
ン
と
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
標
を
ふ
ま
え
て
と
り
進
め
て
い
る
の
が
、
二
十
一
世
紀
を
目
ざ
し
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
総
合
施
設
（
二
大
ゾ
ー
ン
）
構
想
」
で
す
。

　
こ
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
調
査
を
都
市
総
合
施
設
計
画
調
査
研
究

会
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
「
案
」
が
で
き
あ
が
り
、
市
へ
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
な
か
で
、
各
ゾ
ー
ン
の
名
称
は
、
「
カ
ル
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
岡
崎
（
ス
ポ

ー
ツ
文
化
ゾ
ー
ン
）
」
「
ア
ニ
マ
ル
ラ
ン
ド
岡
崎
（
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
）
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。糾lﾝa宕0回

ａａ９･ｓ
市長公室企画課
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研
究
会
か
ら
提
示
が
あ
っ
た
「
案
」
に
よ
る
と
、
両
ゾ

ー
ン
と
も
東
名
高
速
道
路
東
側
の
自
然
に
恵
ま
れ
た

場
所
に
想
定
さ
れ
、
主
な
施
設
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
覧
か
な
自
然
を
址
大
限
に
生

か
し
た
中
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健
康

な
か
た
も
、
休
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
お
持
ち
の

か
た
も
同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
諸
施
設
が
。
合
理
的
な
緑
地
計
画
、

交
通
計
画
な
ど
の
も
と
に
選
択
、
配
置
さ
れ
、
。
い
こ

い
と
や
す
ら
ぎ
≒
娯
楽
と
学
習
”
の
場
と
し
て
、
よ

り
多
く
の
か
た
が
た
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
。

' ＼
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昭和58年３月１日 市政だより　　お　か　ざ　き
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(二大ゾーンｌＯａ扁

名　　称 面積 場　所 主　　な　　施　　設

●
カルスポ

　センター岡崎

(スポーツ

　　文化ゾーン)

165ha 高隆寺地区 休育館、武道館、教育センター、中央管理棟､郷

土産業館、美術館、博物館、劇場、音楽堂、公

式野球場、ゲートボールコート、陸上競技場、

弓道場、プール、スケート場、テニスコート、

キャンプ場、市民の森、展望台、レストラン、

芝生広場、ふるさと広場、ベルトレーン（動く

歩道）ほか

アニマルランド岡崎

(レジャーゾーン)

108ha 八ッ木地区 家畜動物園、資料館、放牧場、冒険の森、遊戯

施設、つり池、レストランほか

▲「アニマルランド岡崎」構想模型

丿ぺヽぺぶ～丿涙卵ぷ
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自暴スAセンターロ@(高陽寺地区)

　
こ
の
カ
ル
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
が
想
定
さ
れ

て
い
る
高
隆
寺
地
区
は
、
東
名
岡
崎
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い
、
市
の
中
心
に
位

置
し
て
お
り
、
緑
と
水
を
多
く
残
し
、
自

然
を
生
か
し
た
施
設
の
配
置
が
基
本
に
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
広
場
か
ら
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

中
央
管
理
棟
を
の
ぞ
む
。

V

　
動
く
歩
道
（
ベ
ル
ト
レ
ー
ン
）
。

右
の
建
物
は
武
道
館
。

－
１
１

　
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
か
ら
劇
場
を

の
ぞ
む
。

　
カ
ル
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
計
画
の
特
徴
は
、
今
の
時
代
の
要
求
に
八
口

っ
た
施
設
ば
か
り
で
な
く
、
十
年
後
二
十
年
後
の
社
会
の
変
化
・

発
展
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
考
慮
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
の
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
年
を
追
っ
て
段
階
的
に
建
設
し
て
い
く
方
法

で
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
現
代
の
先
端
を
い
く
工
学
の
技
術
・

方
法
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
手
段
と
し
て
は
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
道

路
の
整
備
の
ほ
か
、
施
設
に
は
ベ
ル
ト
レ
ー
ン
（
動
く
歩
道
）
な

ど
新
し
い
設
備
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

｜

｜
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y=マ＆ランドロ○(八ッ木地区)

　
八
ッ
木
地
区
は
、
市
の
北
部
に
位
置
し
、
中
心
部

か
ら
も
交
通
便
利
な
場
所
で
、
緑
に
包
ま
れ
た
豊
か

な
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ニ
マ
ル
ラ
ン
ド
は
、
「
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
」

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
想
定
さ
れ
、
中
心
と
な

る
「
世
界
の
家
畜
動
物
園
」
も
、
こ
の
主
旨
に
添
っ

た
も
の
で
、
家
族
で
楽
し
め
る
全
国
で
も
顛
を
見
な

い
施
設
で
す
。

家畜動物園を行く馬車と園内モノレール。

広場から大観覧車などの遊戯施設をのぞむ。

　
市
で
は
、
今
後
こ
の
構
想
案
を
基
本
に
、
市
議
会

を
は
じ
め
と
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
利
用
度
の
高
い
施
設
、
規
模

な
ど
、
よ
く
検
討
し
た
う
え
、
実
施
計
画
を
作
つ
て

と
り
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

‰。



・
豊
か
な
人
づ
く
り
と

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

ヽ学校校舎増改築

　v拶｣教室６　管理諸か

上地小学校校舎新築

(普通教室18　特別教室６　管理諸室)

　　：　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　ｉ

　
市
で
は
義
務
教
育
施
設
で
、
木
造
の
老

朽
化
し
た
校
舎
の
増
改
築
の
ほ
か
、
屋
内

運
動
場
や
プ
ー
ル
の
建
設
を
積
極
的
に
進

め
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
今
年
度
は
、
児

童
の
急
増
す
る
上
地
地
区
に
小
学
校
を
新

設
し
、
四
月
開
校
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ

根石小学校校舎増改築
(特別教室り　：

：　　　　　：

卜盛ｰ

fiil?幽レツ
矢作東小学校校舎増改築

八普通教室4 i特別教室9 ）：

　　　　　昭和57年度完成の主な施設

：　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　：

心Ｓ－．４
恵田小学校プール

でこ貿

蜘ぎ

？　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　：

六ツ美中部小学校校舎増改築
　（普通教室５　特別教室2)

秦梨小学校屋内運動場
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イ
ー
活
動
推
進
の
た
め
の
学
区
市
民
ホ
ー

奥
瞰
　
　
　
　
ム
四
館
が
、
三
月
末
に
完
成
し
ま
す
。
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　東海中学校校舎増改築

普通教室8　特別教室9　保健が

　　細川保育園改築

：　収育室３　管理諸家）

　　　　市政だより

□

■ ■ ■■■I

お　か　ざ　き

　　　　　　　　　　　葵中学校校舎増改築

Ｅ　　　　　　　Ｅ　　　　　　　　（悍通教室8)

．　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　ｌ
　　　　　　ｇ≒ッ美中学校校舎増改築　　　　　　　１　　　　　，･こＥ　　　　　六ツ美中学校校舎増改築

　　　　　　矢作団地新築(36戸)

Ｅ　　　　　Ｅ　　　　　：

▼矢作東学区市民ホーム

：　　　荒井山団地新築(60戸)

▼愛宕学区市民ホーム

t
吽
三
産
恨
巴
‘
一
Ｉ
Ｊ
一

k根石学区市民ホーム
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８
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

豊
5
1
1
4
1
0
4

講座名 講　座　内　容 講師 開　設　日 定員 教材費

英会話
日常のあいさつから簡単な会話まで、指導

テープも利用します，
石川　隆宏

4 月19日～9 月G日　＿

の毎迦■km日　　　201(11 20 名 2.0( 01H

茶　道 ＜宗偏流＞茶啼の作法と実習 高橋宗恵
4 月19日～9月6 日

の毎週■km日　　　･20回 15f, 7.000円

料　理 家庭でできる料理、おやつの基本と実習 畔柳憲子
４月19日～9月６日

()n-肖火偏日　　　20101 24 名 14.000円

絵　画
水彩から油rn、日本画の製作までの雌本と

実糾
新海吉朗

4 J]20 Ei～8 月24日　　＿

の毎週水曜日　　　la回 20名 7.200P]

書　道
毛筆又はペン字の基本から文部省認定試験

(3 級～２級) 受験までの指綿
加藤巾行

4 月2O日- 9月7 日　　＿

の毎週水曜日　　　20回 20名 6.000円

料　理 家庭でできる料理、おやつの基本と実桝 鈴木ひろ了-
4 月20日～9 月7日
の毎週水曜日　　　20|ill 24お 14,000川

料　理 家庭でできる料理、おやつの基本と実例 後藤スミ予
I祐愁呈

|

ぶぷ川８日　20【■■124名 14､000円

手　編
原叩、基礎から実技までの実習及び文部省

検定を受験できるよう指導する。
鈴木さだ子

4 H21日～9 J] 8 日

の毎週木|曜日　　　20l£!| 20名 6､000円

いけ花 ＜池坊＞花のいけ方と実習 高橋宗恵
4 月21[:^～9 月8日　　＿
の毎週木曜日　　　20 In] 20 名 14,000円

煎茶道
＜松月流＞煎茶席の作法と実習

葉茶を煎じて飲み、時節の昧を楽しむ
日下栄翠 昌芸昌ｏ卜0|n| 15名 7,000円

着物着付 浴衣から訪問着までの着付実習 行原たつ子
4 月22日～ii月19日

の毎週金曜日　　　16回
;5O名 4.800円

料　理 家庭でできる料理．おやつの基本と実桝 鈴木薫子
4 J]22日～９月16日

の毎週金曜日　　　20|iTl 24 名 14.000円

スクエア

ダンス

仲間で踊るスクエアダンス、ランドダンス

などの習得
小|爪正一

4 )]22日～９月16日

の紅週令曜日　　　20 回 30も 2,000円

ｆ

｜

※講座時間は、全講座とも午後６時30分から８時30分までです。

Ｉ㎜
― 欄

Ｅ

・ I

●

㎜

　
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は

働
く
青
少
年
を
対
象
に
、
職
業
生
活

の
充
実
と
社
会
人
と
し
て
の
資
質
の

向
上
に
役
立
つ
よ
う
、
下
表
の
講
座

を
開
設
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
又
は
配

勁
の
2
5
歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

　
受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
、
教
材
費
は
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法
　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
勣
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
直
接
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
で
申
込

ま
れ
た
場
合
は
、
○
講
座
名
（
料
理

は
曜
日
を
記
入
）
　
＠
氏
名
　
＠
生

年
月
日
　
○
住
所
　
＠
電
話
番
号

＠
勤
務
先
と
そ
の
電
話
番
号
　
を
記

入
し
て
、
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
〒
四
四
四
　
Ｌ
六
名
三
丁
目
３

番
地
７
）
ま
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
申
込
受
付
　
４
月
２
日
出
午
後
１

時
か
ら
受
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

　
※
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
直
接

　
　
お
越
し
の
か
た
を
、
優
先
順
位

　
　
と
し
ま
す
。

　
開
館
時
間
　
平
日
＝
午
後
１
時
１

９
時
　
日
曜
日
＝
午
前
1
0
時
～
午
後

５
時
（
月
曜
日
、
睨
祭
日
は
休
館
）



市政だより　　お　か　ざ　き９－　昭和58年３月１日-

働
く
婦
人
会
館

豊
2
3
－
２
９
6
3

講座名 講座内容 講師 期　　　間 開設日時 定員 申込受付日 教材費等

ホーム

クッキング
日本、西洋、中華料理

兵藤　栄

　ほか３名
ｎ｣～9月　20回

毎週火午前 40名
3 月z日 14,000円

毎週火午後 4略

毎週火夜間 40名 ３月27 日

きもの

着　付

日常生活にすぐ役立つ

着付

三橋美千子 4月～９月　10回 毎一月第1･3水午前20名

３月23日 3,000円

八代楽子 ４月～en　lO回

毎週火午前 20名

毎週金午後 20名

毎週金夜間 20名 3 y＼27日

実用ペン

習　字
ペンの基本筆法から

角田　久子
４月～9月　lo回

毎月第1･3火午前 30 名 3月24日
3,000円

畔柳美智子 毎月第i･3金夜闘 2Qt< 3 月27日

くらしの

毛筆習字

楷書、行書、かなの基

本筆法

落合美枝子

４月～9 J-J　10回

紅月第列火乍前 30名 ３月24日

3,000円
小嶋和見 毎月第2･4金夜間 20名 ３月27卜

ホーム

洋　裁

文化洋截の法礎・スカ

ート、ワンピースの製
作

近藤尚伎 ４月o月　40回 毎過土午前 30名 ３月26日 6,000円

中根たっ子 4月～９月　20回 毎週火夜間 1俘， ３月27日 3,000円

和　裁 基礎徒いから男女単衣
艮前製作

小栗愛子 ４月～'J月　40回 毎週水午前 20名 3 月23日 7.000円

手　編
初心者にできる日喋着

製作
鈴木さだ子

i月～９月　10回 毎月第1･Z火午前 30名 3 月24日 3,000円

4月～9月　20回 毎週金夜間 20名 ３月27日 6.000円

郷土史 松平家と家康の周辺 岩月　栄治 ４月- 3月　12回 毎月第4土午後 35名 3 月25日 1,200円

茶　道 表千家茶適の初歩 堺　允子 4)1～９月　20ISI 毎週火夜間 20名 3 月27日 7,000円

スタム染色 スタム染色の基礎 誉田洋子 4 月～９月　10回 毎一月第1･3火午前20名 ３月25 H 6,000円

基礎英語 中１～巾３の初歩的な
妬語をマスター

長坂みどり 4月～９月　20回 毎週金午前 30名 ３月25日 1.000円

籐細工 基礎網み・小物製作 竹内順子 4 月～9月　10回 毎月第2･4木午前 20名 3 月24日 6､000円

ヨ　ガ 心と休のバランスを整えます岡田恭平 ４月～9月　20回 毎週金夜間 40名 ３月27日 1,000円

パッチワーク“ッチワークの基礎・
小物製作 荘田公子 ４月～９月　10回 毎月第2･4金午前 20名 3 月25日 2.500円

初級簿記 商業簿記の基mから３
級検定受験

朝岡佐市 ４月～9月20回 毎週土午後 30名 ３月26 H 3,000円

中級簿記 初少の肌礎をもとに、検定
2破受験に役立つよう指似

朝岡佐市 ４月- 3月　20回 毎月勣･4火午後 20も ３月26日 3,000円

手　話 初歩の手話をマスター 高橋郁子 ４月～３月　12回 毎月第2土午後 20名 ３月25日 500円

※開設日時で、午前は10時から正午まで、午後は１時から３時まで、夜間は６時から８時までです。
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岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
で
は
４
月

か
ら
下
表
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

　
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
又
は
在

勤
の
婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
、
教
材
費
は
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法
　
教
材
費
を
持
参
し
て

働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
1
0
－
３
）

ま
で
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
込
受
付
　
下
表
の
申
込
受
付
日

の
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
受
付
け
、
定

貝
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

　
※
　
受
付
時
間
ま
で
に
お
越
し
の

　
　
か
た
で
定
員
を
越
え
た
場
合
は
、

　
　
そ
の
時
点
で
抽
選
し
ま
す
。



七
孝
女
と
ら
さ
ん

-

河
合
ブ
ロ
ッ
ク
・
鈴
木

　
河
合
村
古
部
に
伝
わ
る
二
百
六
十
年
ほ

ど
前
の
話
『
孝
女
と
ら
さ
ん
』
は
、
今
も

心
に
強
く
残
る
女
性
で
あ
る
。

　
彼
女
は
、
文
字
迦
り
の
孝
行
者
。
1
5
貫

　
（
約
6
0
㎏
）
も
の
薪
を
背
負
っ
て
は
、
岡

崎
ま
で
売
り
に
行
く
の
が
日
課
で
、
両
親

が
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
女
の
細

腕
が
一
家
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
境

遇
に
あ
っ
た
。

　
あ
る
日
、
父
親
が
「
天
気
が
い
い
だ
ろ

う
か
ら
、
ぞ
う
り
を
履
い
て
お
ゆ
き
」
、

母
親
が
「
き
っ
と
雨
が
降
り
出
す
だ
ろ
う

か
ら
、
ｙ
恥
を
履
い
て
い
く
と
い
い
よ
」

と
言
う
と
、
彼
女
は
、
右
足
に
ぞ
う
り
、

左
足
に
は
下
駄
を
履
い
て
出
か
け
る
よ
う

な
、
や
さ
し
い
心
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
と
ら
さ
ん
で
は
あ
っ
た
が
、
頭
髪

な
ど
か
ま
い
も
せ
ず
。
顔
も
人
並
み
で
な

か
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
お
靖
さ
ん
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
孝

行
娘
の
話
が
、
時
の
岡
崎
城
主
、
水
野
仙

凪
叙
以
む
の
耳
に
入
り
ヽ
日
ご
ろ
の
善
行

を
た
た
え
ら
れ
て
ほ
う
美
を
い
た
だ
い
た

の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
と
ら
さ
ん
は
4
3
歳
で
お
婿
さ

ん
を
迎
え
、
女
の
子
を
も
う
け
た
。
そ
し

て
、
以
前
に
も
増
し
て
よ
く
働
き
、
娘
の

　
『
お
か
ち
』
か
ら
も
大
変
孝
行
し
て
も
ら

い
、
8
8
歳
で
他
界
す
る
ま
で
、
幸
せ
に
暮

ら
し
た
と
い
う
。

　
核
家
族
化
、
家
庭
内
暴
力
、
親
子
の
断

絶
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
と

ら
さ
ん
の
話
は
、
占
く
さ
く
。
格
好
の
良

い
も
の
で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
切
な
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
を
の
り

越
え
、
優
し
い
心
を
人
一
倍
持
っ
て
、
が

ま
ん
強
く
、
粘
り
強
く
生
き
た
こ
の
孝
婦

老人の善意
矢作北ブロック・上原

廊!R^^
'一一

一
部
補
修
が
な
さ
れ
、
町
民
の
守
護
神
と

し
て
風
雪
に
耐
え
鎮
座
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
去
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
か
、

一
人
の
老
人
が
境
内
の
整
備
を
始
め
た
。

遷
座
碑
周
辺
の
小
山
は
土
砂
に
埋
も
れ
、

長
年
堆
防
さ
れ
た
落
葉
で
見
る
か
げ
も
な
か

っ
た
。
老
人
は
、
櫓
を
立
て
、
チ
ェ
ー
ン

ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
埋
も
れ
た
石
を
掘
り
越
こ

し
、
庭
師
の
よ
う
に
器
用
に
組
み
込
ん
で

い
っ
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
猛
威
の
杉
を
残
し
た
樹

木
は
き
れ
い
に
刈
り
込
ま
れ
。
百
年
余
り

も
は
び
こ
っ
た
雑
草
は
、
鍬
で
根
を
抜
か

れ
絶
や
さ
れ
た
。
広
い
境
内
の
排
水
を
考

え
て
の
整
地
は
、
一
輪
車
を
駆
使
し
て
の

大
へ
ん
な
作
業
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
こ

れ
を
完
成
さ
せ
た
。

　
　
「
七
十
余
年
お
世
話
に
な
っ
た
こ
の
神

さ
ん
を
、
俺
の
体
の
自
由
が
き
く
う
ち
に
、

少
し
で
も
き
れ
い
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

な
ら
ば
…
…
…
」
と
語
る
こ
の
老
人
。
自
分

と
家
族
の
た
め
に
力
い
っ
ぱ
い
働
い
て
き

た
活
力
の
集
大
成
と
し
て
、
余
力
を
尽
く

し
た
奉
仕
の
気
迫
が
、
後
を
継
ぐ
我
々
若

者
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
春
と
も
な
れ
ば
、
ユ
リ
の
木
の
あ
る
整

地
さ
れ
た
境
内
は
、
遊
園
地
や
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
練
習
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
こ
の

老
人
の
後
継
者
で
あ
る
多
く
の
人
た
ち
の

歓
声
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の
碑
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
く
と
、
な
ぜ
か
胸

を
キ
ュ
ー
と
絞
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
し

て
な
ら
な
い
。

　
今
の
私
た
ち
に
と
っ
て
『
孝
女
と
ら
さ

ん
』
の
話
は
。
良
き
教
え
で
あ
り
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
や
さ
し
い
親
の

後
姿
を
解
ら
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
。
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岡
崎
市
の
西
端
、
日
名
僑
を
波
っ
て
西

に
三
百
メ
ー
ト
ル
、
鎮
守
の
森
に
囲
ま
れ

た
と
こ
ろ
が
「
火
産
翁
神
」
を
祭
る
越
野

神
社
で
あ
る
。

　
こ
の
社
は
、
か
っ
て
矢
作
川
河
畔
に
あ

っ
た
が
、
天
保
年
間
に
数
度
の
洪
水
に
会

い
、
そ
の
難
を
避
け
る
た
め
、
明
治
三
十

年
、
現
在
の
地
に
遷
座
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
町

民
有
志
に
よ
る
一
反
二
畝
（
約
千
二
百
平
方

メ
ー
ト
ル
）
余
の
献
地
と
、
千
二
百
円
の
献

資
、
労
働
奉
仕
の
結
果
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

　
以
来
百
余
年
、
本
殿
の
改
築
、
拝
殿
の



’
交
通
事
故
を
防
ご
う

お　か　ざ市政だより昭和58年3 fJ 1日11-

和
5
7
年
中
の

　
昨
年
の
交
通
事
故
死
亡
者
は
、
一

昨
年
と
比
較
す
る
と
減
り
ま
し
た
が
、

事
故
件
数
と
負
傷
者
は
、
逆
に
川
え

ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
、
お
互
い
が
注
意
し
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に

よ
り
。
多
く
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事故件数及び死傷者数
㎜

ペ 56年 57年
比　較

数 牟

件　数 1､047件 1,051件 十割‘-+ 〇.i%

死
賢

数

% 者 23人 15人 －&、 －34.8%

f飛者 1.294人 f.3?5人 十■ill- I-2.4％

計 i.m人 1.340人 十B人 + ＼-隋

況市
　内
　の

一一年齢別死傷者･

昭
和
5
8
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

〔
運
転
者
向
け
〕

　
思
い
や
り
　
ゆ
ず
る
心
で
　
防
ぐ
事
故

〔
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
向
け
〕

　
た
し
か
め
て
　
渡
る
あ
な
た
が
　
子
の
手
本

〔
こ
ど
も
向
け
〕

　
急
い
で
も
　
き
ち
ん
と
見
ま
す
　
み
ぎ
ひ
だ
り

ニ好う
１
－
Ｉ
″

＠

栽４

ダ
ｙ
～
乱
４
て

　
　
　
　
、
’
７
Ｌ
　
、
ム
い

騎
９
　
町

　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
石
垣
キ
ャ
ン
プ
が
、
本
市

出
身
の
木
俣
選
手
た
ち
の
仲
介
に
よ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
石
垣
市
長
か
ら
直
に
招
待
を
受
け
、

再
び
石
垣
市
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
を

通
し
て
両
市
の
交
流
を
一
層
深
め
る
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
現
在
本
市
が
進
め
て
い
る
琉
球
ガ
ラ
ス

の
工
法
を
取
入
れ
た
廃
ガ
ラ
ス
再
生
の
実
態
を
直

接
見
極
め
る
と
い
っ
た
目
的
で
、
担
当
職
貝
も
随

行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
私
は
在
高
中
一
日
半
を
、

職
貝
は
全
日
程
を
ガ
ラ
ス
工
芸
の
研
究
に
費
や
し
、

そ
し
て
実
際
に
自
分
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
に
よ

り
、
新
し
い
工
法
へ
の
自
信
を
深
め
る
大
き
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
忙
し
い
日
程
の
な
か
で
、
大
き
な
関
心
を
持
た

せ
、
胸
を
打
た
せ
る
話
も
あ
っ
た
。

　
本
市
と
の
提
携
当
時
は
ア
メ
リ
カ
の
施
政
下
に

あ
っ
た
が
、
石
垣
市
は
貧
困
で
、
本
市
か
ら
島
民

の
た
め
の
集
会
所
。
岡
崎
会
館
”
を
贈
る
と
い
う

よ
う
に
、
両
市
の
経
済
的
な
差
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
日
現
在
、
公
認
の
硬
式
野
球
場
や
陸

上
競
技
場
を
立
派
に
完
成
さ
せ
、
そ
れ
を
祝
う
か

の
よ
う
に
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
二
大
ゾ
ー
ン
構
想
の

な
か
に
硬
式
野
球
場
な
ど
の
住
設
を
画
し
て
い
る

が
、
石
垣
市
に
先
を
越
さ
れ
た
感
も
な
く
は
な
い
。

　
ま
た
、
島
民
の
回
顧
談
に
、
ア
メ
リ
カ
施
政
下

で
は
Ｉ
～
二
年
で
全
島
か
ら
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
と
い

っ
た
世
界
的
な
偉
業
を
果
た
し
、
地
方
自
治
に
対

し
て
も
、
金
も
口
も
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
施
政

下
の
方
針
で
あ
っ
た
と
。
し
か
し
、
日
本
復
帰
後

の
現
在
、
金
も
出
す
が
口
も
出
す
と
い
う
こ
と
で

離
島
と
し
て
の
特
殊
事
情
か
ら
苦
慮
し
て
い
る
と

い
う
一
面
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
地
方
自
治
に
と
っ
て
、
財
政
の
裏
付
け
、
経
済

力
の
必
要
性
を
今
更
な
が
ら
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

想
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t i t t %

編
＝
古
代
中
世
・
近
世
上
・
現
代
、
別
巻
　
　
さ

＝
文
化
財
（
建
造
物
）
」
の
四
巻
は
、
現
在

印
刷
中
で
。
ま
も
な
く
発
刊
の
予
定
で
す

が
、
予
約
し
た
か
た
へ
の
配
本
は
、
六
月

ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
確
定
し
た
時
点
で
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
”
　
（
五
月
の
市
政
　
　
「

だ
よ
り
に
も
掲
載
予
定
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
二
次
予
約
申
込
み

　
市
史
の
予
約
申
込
み
は
、
昨
年
十
月
二

十
日
で
締
切
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
要
望
で
、
次
の
よ
う
に
第
二
次
の
申

込
み
を
受
付
け
ま
す
。
市
外
の
か
た
の
予

約
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
り

―
Ｏ

Ｌ
Ｖ

・
第
二
次
予
約
申
込
み
受
付

　
　
　
三
月
一
日
～
三
十
一
日

・
本
年
度
刊
行
編
の

　
　
　
　
　
頒
布
案
内

市
史
編
さ
ん
事
務
局

　
　
豊
2
3
－
６
1
７
７

‐
‐
　
・
　
　
・
　
『
＝
　
　
｛

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
岡
崎
市
共
同
募
金
委
員
会

　
昨
年
十
月
か
ら
三
か
月
間
の
運
動
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
附
金
の
最
終
集
計

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
赤
い
は
ね
募
金

　
　
　
二
八
。
一
三
二
、
六
四
一
円

　
　
　
　
　
（
前
年
比
　
一
一
四
・
九
％
）

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
　
一
四
、
〇
九
二
、
三
四
二
円

　
　
　
　
　
　
（
前
年
比
　
九
九
・
九
％
）

　
計
　
四
二
、
二
二
四
、
九
八
三
円

　
　
　
　
　
（
前
年
比
　
一
〇
九
・
四
％
）

　
〔
寄
附
金
の
配
分
〕

　
赤
い
は
ね
募
金
　
愛
知
県
共
同
募
金
会

に
全
額
納
入
し
、
同
会
よ
り
民
間
社
会
福

祉
施
設
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ

配
分
さ
れ
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
岡
崎
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
市
内
の
準
援
護
家

庭
、
ね
た
き
り
老
人
、
一
人
暮
ら
し
老
人
、

重
度
心
身
障
害
児
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し

ま
し
た
。

・
申
込
期
間
＝
三
月
一
日
上
二
十
一
日

・
注
文
用
紙
＝
市
役
所
内
の
市
史
編
さ

　
ん
事
務
局
か
玄
関
案
内
所
、
又
は
市

　
内
各
書
店
に
あ
り
ま
す
。

頒
布
方
法

・
頒
価
と
支
払
方
法
＝
予
約
さ
れ
た
か

　
た
へ
は
、
本
年
度
に
刊
行
す
る
四
巻

　
分
の
頒
価
な
ど
を
記
入
し
た
「
納
付

　
通
知
書
」
を
五
月
中
に
送
付
し
ま
す

　
か
ら
、
「
岡
崎
市
指
定
金
融
機
関
・

　
岡
崎
市
指
定
代
理
金
融
機
関
・
岡
崎

　
市
収
納
代
理
金
融
機
関
」
に
、
前
金

　
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
市
税
な

一 一

　
ど
の
納
付
と
同
じ
要
領
で
す
）

・
市
内
頒
布
（
配
送
料
無
料
）
―
六
月

　
中
に
、
納
金
確
認
事
務
、
配
本
事
務

　
な
ど
が
終
わ
り
次
第
、
ご
自
宅
ま
で

　
お
送
り
し
ま
す
。

・
市
外
頒
布
＝
市
外
の
か
た
の
頒
布
方

　
法
は
、
直
接
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
く

　
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　
　
　

　
昨
年
各
ご
家
庭
に
配
布
し
た
「
発
刊
案

内
」
の
中
に
「
○
○
年
度
」
と
あ
る
の
は
。

　
「
そ
の
年
度
内
に
印
刷
を
行
う
」
の
意
味

で
、
市
史
が
お
手
元
に
届
く
の
は
、
翌
年

度
の
初
め
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ご
了
承
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



知

市
県

13 昭fll58 年３月１日

事　選　挙

有権者数(人)
　　181.136
　4.259.401

(2月6日)

投票者数(人)

　　　82.985

　　1.919.333

投票率(％)

　　45.81

　　45.06

　今年は、４月10日に県議会議員選挙、6月には参議院議員選挙

が予定されています。貴重な一票を無駄にしないよう、投票しま

しよう。

　　防災思想高揚たこ上げ大会

　　　　　　　　　　　　　　　(2月13日)

風が強く、小雪もちらつく中、本宿小学校で行われ、

１年生から６年生まで190人が参加しました。

ｉ

j

に

._　　　，ご

市政だより　　お　か　ざ　き

一
フ
　
　
　
　
　
　
　

’

メ
　
　
　
　
ノ
゛
・
貿
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’
｀

カ
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
Ｗ
　
　
　

゛

卜か
．
ｔ
ふ
　
一

リ

　第23回岡崎雨民スキー大会

　　　　　　　　　　(2月12日)
長野・志賀高原ダイヤモンドスキー場にて●

開催されました。参加人員109名。

男子大回転、女子大回転、事業所別対抗と

熱戦が繰り広げられました。

'
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-
w
｡

-
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市政だよりに掲載のあなたの写真を差し上げます。

ご希望のかたは広報係へお申し出ください。a23－6033

｜
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お知らせ２月15日号　保継だより中、相収夜Ill) 当]{i.歯科医、3 n3i

日杉田歯科(中扁町雲43－3791)は、門前町萱23-5511に訂

正。
　また、3 M 8 口、lO日午前中の東部市民センターでのツ

ベルクリン反応とBC G予防接f'Tf.は、行いません。おわび
して訂正します。

　
応
募
資
格
　
○
岡
崎
市
に
３
年
以

上
居
住
す
る
か
た
の
子
弟
（
女
子
を

除
く
）
で
、
東
京
、
京
都
及
び
そ
の

近
郊
の
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
か

た
並
び
に
在
学
し
て
い
る
か
た

＠
健
康
で
品
行
方
正
で
あ
る
か
た

＠
寮
費
等
の
支
払
い
の
で
き
る
か
た

○
岡
崎
市
内
に
居
住
し
独
立
の
生
計

を
営
む
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
か
た

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
　
○
寮
費
、

光
熱
水
費
な
ど
↓
月
額
一
万
五
百
円

＠
食
費
↓
実
費

　
応
募
方
法
　
申
請
用
紙
を
２
月
1
5

日
か
ら
教
育
委
貝
会
庶
務
課
学
事
係

で
お
渡
し
し
ま
す
。
受
付
期
間
（
募

集
期
間
）
は
３
月
１
日
～
1
0
日
ま
で

で
す
。

　
そ
の
他
　
選
考
方
法
に
つ
い
て
は
、

書
類
選
考
及
び
面
接
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
寮
費
（
光
熱
水
費
含
む
）
月
額
六

千
円
。
※
一
年
時
は
２
人
部
屋
、
二

年
生
以
上
は
原
則
と
し
て
個
室
（
月

額
一
万
円
）
を
使
用
。

　
食
費
　
月
額
一
万
円
（
夕
食
の
み
）

　
選
考
日
　
３
月
2
1
日
㈲

　
問
合
せ
先
　
各
市
町
村
教
育
委
員

会
、
各
高
等
学
校
、
三
河
郷
友
会
学

生
寮
（
束
京
都
文
京
区
小
石
川
５
－

1
9
－
3
7
　
豊
0
3
1
9
4
6
1
0
3

4
3
）

｢特別土地保有税｣

　　のあらまし

資産税課土地保有税係

　　　　豊23－6 1 0 2

　
特
別
土
地
保
有
税
は
所
得
税
や
市
・

県
民
税
な
ど
に
比
べ
。
な
じ
み
の

蒔
い
税
で
す
が
、
こ
の
税
は
投
機
的

な
土
地
取
得
の
抑
制
と
土
地
の
供
給

及
び
有
効
利
用
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
四
十
八
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
四
月
に
税
法
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、
従
来
の
五
。
０
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
土
地
取
得
に
対
し
て

の
課
税
分
と
、
新
た
に
昭
和
五
十
七

年
四
月
一
日
以
降
昭
和
六
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
問
に
市
街
化
区
域

内
で
取
得
さ
れ
た
五
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
一
団
の
土
地
で
、
取
得

か
ら
二
年
以
内
に
有
効
利
用
さ
れ
な

い
土
地
（
遊
休
土
地
）
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
取
得
分
及
び
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
取
得
分
と
も
相
続
に
よ
る
土
地
の

取
得
は
課
税
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
資
産
税
課
土
地

保
有
税
係
へ
。

菊
づ
く
り
研
究
会

　
　
の
お
知
ら
せ

公
園
緑
地
課
緑
化
係

　
　
　
　
　
　
き
2
3
1
６
２
5
０

　
三
河
菊
花
協
会
で
は
。
本
年
の
菊

づ
く
り
の
た
め
の
研
究
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
菊
づ
く
り
を
は
じ
め
た

い
か
た
、
も
っ
と
上
手
に
菊
を
つ
く

り
た
い
か
た
な
ど
、
菊
づ
く
り
に
輿

昧
の
あ
る
か
た
は
、
お
誘
い
合
せ
の

う
え
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
３
月
６
日
剛
　
午
後
１
時

　
場
所
　
矢
作
農
協
本
店
３
階

　
　
　
　
　
（
名
鉄
矢
作
橋
駅
下
車
。

　
　
　
　
徒
歩
３
分
）

演
題

講
師

　
「
大
菊
の
つ
く
り
方
」

名
城
菊
花
展
審
査
員

　
堀
江
一
三
氏

財
団
法
人
岡
崎
育
英
会

　
学
生
寮
入
寮
生
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
1
６
４
2
5

　
昭
和
五
十
七
年
度
岡
崎
育
英
会
学

生
寮
入
寮
希
望
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員

乖
東
京
学
生
寮

募
集
人員

学

年

所

在

地

13人 １ 南千
回

戸

－

I

o人 ２

3人 ３

４人 ４

20人 計

・
京
都
学
生
寮

募
集
人貝

学

年

所
在
地

13人 １

鹸

rm
ド
－－

0人 ２

Ｏ人 ３

0人 ４

13人 計

三
河
郷
友
会
学
生
寮

　
　
　
寮
生
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
雲
2
3
1
６
４
２
5

　
入
寮
資
格
及
び
人
員

　
三
河
部
出
身
（
本
籍
地
が
三
河
で

も
可
）
学
生
で
、
東
京
近
郊
の
大
学

に
入
学
決
定
し
た
男
子
学
生
約
3
0
名

　
申
込
期
間
　
３
月
2
0
日
ま
で

　
入
寮
時
必
要
経
費
　
①
入
寮
金
↓

二
万
円
　
②
施
設
整
備
費
↓
二
万
円



　　お　か　ざ　き

お知らせー

市政だより－15－
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住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
岡
崎
市
十
王
町
二
丁

目
九
番
地
　
岡
崎
市
教
育
委
貝
会
体

育
課
内
、
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
①
開
校
式
↓
４
月
１
日

吻
　
②
使
用
球
は
教
室
に
て
用
意
し

ま
す
が
、
そ
の
他
の
用
具
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

Ｘ
Ｉ
Ｏ

Ｉ
Ｖ

　
　
●

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

詐ｙ
湊叉

？

場

所

ｊ
Ａ

2
ly

２
昏

期

間

諮牡
|奏

で1

時

間

※
各
会
場
と
も
、

　
で
。

土
曜
日
は
正
午
ま

市
政
だ
よ

り

　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

保
健
だ

　
　
　
豊
り

休
日
緊
急
当
直
医
、

り
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

子
ど
も
の
お
は
な
し

　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
3
番

石」

日～15日

　ぐ
狗

３月池金町

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

資
産
税
課
ａ
2
3
1
６
0
９
４

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　
縦
覧
期
間
　
昭
和
5
8
年
３
月
１
日

～
３
月
2
2
日
　
た
だ
し
、
日
曜
日
・

祝
日
は
除
く
。

　
縦
覧
場
所
　
岡
崎
市
役
所
総
務
部

資
産
税
課

　
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時
　
た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
後

零
時
3
0
分
ま
で
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税

　
は
３
月
1
5
日
ま
で
に

岡
崎
税
務
署

豊
２
２
１
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
’
-
　
―

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う

か
。
期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日

で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

正
し
い
巾
告
を
し
な
い
と
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
み
ま
し

ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
点
は
、
お
気
軽

に
税
務
署
や
税
務
相
談
室
、
市
役
所

市
民
税
課
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
東
海
税
理
士
会
岡
崎
支
部
で
は
、

表
の
日
程
で
税
務
相
談
を
行
っ
て
い

身
体
障
害
者

　
　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
a
2
3
－
６
1
5
４

　
主
催
　
愛
知
県

　
相
談
科
名
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
関
す
る
医
学
的
判
定
・
補
装
具

相
談

　
日
時
　
３
月
2
2
日
図
　
受
付
―
午

前
1
0
時
～
正
午
　
診
断
―
午
後
１
時

～
３
時
　
補
装
具
相
談
＝
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
身
体
障

害
者
セ
ン
タ
ー
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
障

害
係
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　
　
の
開
催

教
育
委
員
会
体
育
課

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
6
3
６
3

　
日
程
　
４
月
１
日
吻
～
７
月
、
毎

週
金
曜
口
．
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

　
募
集
人
員
　
8
0
名
（
定
貝
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
受
講
料
　
４
か
月
三
千
五
百
円
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
0
日
間
ま
で

　
申
込
方
法
　
必
ず
往
復
ハ
ガ
キ
に
、



－16－

お知らせ皿

/ﾀﾞ(is'へ

　献血にご饗JJjJU;jj符 鏝

律

騨

部

３

月

７

日

２

日

日　　　時 場　　所 主　　催

３月９日困

午前io時～午後３時
市立岡崎病院内

岡崎地区

　献血推進協議会

３月15日図

午前10時～正午

福岡学区

　　　巾'民ホーム
柚川学区献[自|.会

３月ISB㈹

午後１時～午後３時
南部市民センター 岡崎学区献ifii 会

-

　
【
岡
崎
市
一

　
経
営
相
談
　
３
月
1
0
日
俐
午
後
１

時
～
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

　
商
工
労
政
課
・
容
2
3
－
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
商
工
労
政
課
・
酋
2
3
1
6
2
1
4

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
３
月
７
日
・
2
2
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
３
月
2
5
日
、
商
工
中
金
は
３

月
Ｈ
日
の
各
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
３
月
４
日
・
1
8
日

午
後
１
時
～
５
時

　
経
営
相
談
　
３
月
７
日
　
午
後
１

時
～
５
時

　
労
務
相
談
　
３
月
５
日
・
1
9
日

午
前
９
時
～
正
午

　
下
請
斡
旋
相
談
　
３
月
1
0
日
　
午

　
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
３
月
1
8
日
　
￥

後
１
時
～
５
時

軽
自
動
車
税
だ
よ
り

オ
ー
ト
バ
イ
、
軽
自
動
車

等
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
　
　
　
　
Ｉ

市
民
税
課
賭
税
係
公
2
3
‐
６
０
７
5

　
オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
等
に
か

か
る
税
金
（
軽
自
動
車
税
）
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

る
市
税
で
す
。

　
車
を
取
得
し
た
場
合
や
廃
車
・
譲

渡
を
す
る
場
合
に
は
、
次
の
関
係
機

関
へ
す
み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
出
が
行
わ
れ
な
い
と
所
有
し

て
い
な
い
車
に
課
税
さ
れ
た
り
、
納

税
通
知
書
が
正
し
く
送
達
さ
れ
な
い

等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、

届
出
を
他
の
人
に
依
帆
さ
れ
た
場
合

に
は
、
確
実
に
届
出
が
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

車の種頬 届　出　先

原動機付自転車

nSa以下Titｰﾄﾊﾞｲ･
岡崎市役所市民税課

岡崎市十王町２丁目g番地

　合23－6075
小型特殊自動車

'ﾄ7??-ﾌｫﾘllﾌﾄ等j

軽自動車

(玉rSi250)

軽自動車検査鴎会愛知主管事

務所三i可支所

岡崎市江口三丁目5番地１

　昔53－5144

二輪の小型自動車

(聯季ふ)

愛知県陸運事務所西三河支所

豊田市若林西町西葉山46番地

　酋〈0565〉52－2417

職
業
訓
練
生
の

　
　
　
募
　
　
集

愛
知
県
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
豊
5
1
－
0
7
7
5

愛
知
県
高
浜
職
業
訓
練
校

　
容
０
５
６
６
－
5
3
－
0
0
3
1

　
応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

　
（
卒
業
見
込
み
も
含
む
）
で
3
0
歳
以

下
の
か
た

　
募
集
科
目

・
岡
崎
訓
練
校
・
：
機
械
科
、
機
械
製

　
図
科
、
電
気
工
事
科
、
自
動
車
整

　
備
科

・
高
浜
訓
練
校
・
：
建
築
科
、
イ
ン
テ

　
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
科
、
建
築
製
図
科

　
訓
練
期
間
　
４
月
６
日
か
ら
１
年

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

31
日

困

30
日

團

29
口

吻

28

H
卯

26
日

出

25
日

吻

24
日

く羽

23
日

俐

22
日

肉

19
日

剛

18
日

吻

17
日
困

16
日

困

収

集
日

ワ

コ

ト

S=

Ｕ

リ

鸚

一田
‰

ぼ二
/1

区羽

束柱

絹

伺

貿

一区郷

針針
|ラ

フ

悛

五騨

1叉

ｎ

●一計

　一に

　－　呼

高
須

高
田

水井

萱

園

リ卵

類Ｍ

諮

　在　家

　尚

ン

磯
回
町

正正
益

m ｀

m '

賢

●s
紘

柴

春

収

集

町

名
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精
神
薄
弱
者
授
産
セ

ン
タ
ー
「
希
望
の
家
」

　
授
産
生
の
募
集

希
望
の
家

福
祉
課
障
害
係

豊
’
‥
一
‘
－
８
０
７
６

豊
2
3
1
６
1
5
4

　
希
望
の
家
で
は
、
一
般
企
業
に
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
精
神
薄
弱

の
か
た
が
自
活
で
き
る
よ
う
に
職
業

指
導
や
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
場
所
　
岡
崎
市
欠
町
字
清
水
田
７

番
地
―
（
岡
崎
市
福
祉
の
村
内
）

　
作
業
内
容
　
軽
作
業
…
が
ん
具
花

火
の
袋
詰
め
と
箱
作
り
、
計
量
器
部

品
の
組
立
て
な
ど
　
　
印
刷
…
名
刺

と
年
賀
状
の
印
刷

　
生
活
指
導
　
社
会
に
適
応
で
き
る

能
力
を
養
い
、
自
活
に
必
要
な
知
識

と
作
業
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
図
工
、
自
然
観

察
、
所
外
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
指
導
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４

時　
募
集
人
員
　
８
名
（
満
1
5
歳
以
上

の
男
女
）

　
費
用
　
生
計
を
一
に
す
る
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
費
用
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
所
手
続
　
福
祉
課
障
害
係
　
詳

し
い
こ
と
は
、
希
望
の
家
又
は
福
祉

課
障
害
係
へ
ご
仙
談
く
だ
さ
い
。

※
　
施
設
の
見
学
は
い
つ
で
も
で
き

　
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
お
い
で
く

　
だ
さ
い
。

　
精
神
薄
弱
児
療
育
セ
ン
タ
ー
若
葉

学
園
の
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
所
在
地
　
岡
崎
市
欠
町
字
清
水
田

７
の
Ｉ
　
福
祉
の
村
内

　
募
集
人
員
　
3
5
名

　
対
象
児
　
精
神
薄
弱
（
自
閉
的
傾

向
も
含
む
）
の
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
幼
児

　
費
用
　
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て

一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
通
園
方
法
　
専
川
バ
ス
で
送
迎
し

ま
す
。

※
　
く
わ
し
く
は
、
若
葉
学
園
又
は

　
岡
崎
児
童
相
談
所
（
a
2
2
1
2
4

　
3
4
）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
施
設
の
見
学
と
相
談
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
　
　
●

身
体
障
害
者

職
業
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す

岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
1
1
1
６
1

　
愛
知
身
休
障
害
者
職
業
訓
練
校
で

は
、
身
体
障
害
者
の
か
た
に
、
就
職

や
自
営
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
技
能

を
習
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
職
種
　
園
芸
、
電
子
機
器
、

編
物
、
洋
裁
、
洋
服
、
軽
印
刷
、
建

築
製
図
、
印
章
彫
刻
、
機
械
製
図
、

義
肢
装
具
、
一
般
事
務

　
訓
練
期
間
　
１
年
間

　
応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
（
5
8

年
３
月
見
込
み
を
含
む
）
又
は
、
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
身
体
障
害
者
の
か
た
で
、

伝
染
病
、
精
神
障
害
、
て
ん
か
ん
性

症
状
が
な
く
、
通
常
の
訓
練
、
集
団

生
活
、
寮
生
活
が
可
能
な
か
た

　
応
募
期
限
　
３
月
1
9
日
出
ま
で

　
応
募
先
　
岡
崎
市
康
生
通
西
三
丁

目
2
3
、
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
入
校
日
　
４
月
４
日
囲

　
物
典
　
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示

を
受
け
て
入
校
し
た
か
た
は
、
訓
練

期
間
中
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
経
費
　
教
科
書
及
び
実
習
作
業
衣

代
と
し
て
七
千
円
～
九
千
円
。
食
費

が
月
額
二
万
円
程
度
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
　
原
則
と
し
て
全
寮
制
で

す
か
ら
、
寝
具
、
洗
面
具
、
下
着
、

身
の
回
り
品
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

薬
剤
は

注
意
し
て
使
用

　
し
ま
し
よ
う

保
健
課
防
疫
係

　
　
　
　
ａ
2
3
1
6
0
６
８

　
春
の
到
来
と
と
も
に
活
動
を
始
め

る
害
虫
は
、
伝
染
病
を
媒
介
し
た
り
、

日
常
生
活
に
も
不
快
感
を
与
え
ま
す
。

こ
の
害
虫
を
各
地
域
、
家
庭
に
お
い

て
薬
剤
を
使
用
し
て
駆
除
を
行
う
場

合
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
　
定
め
ら
れ
た
用
法
、
用
量
を
厳

　
守
す
る
こ
と
。

②
　
川
、
池
等
に
流
出
し
、
魚
類
な

　
ど
に
被
害
を
だ
さ
な
い
こ
と
。

③
　
薬
剤
の
入
っ
た
容
器
は
、
直
射

　
日
光
を
避
け
、
小
児
の
手
の
と
ど

　
か
な
い
場
所
へ
ほ
管
す
る
こ
と
。

④
　
食
品
、
食
器
、
お
も
ち
や
等
に

　
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
　
身
体
の
露
出
部
を
少
な
く
し
薬

　
剤
を
浴
び
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑥
　
引
火
制
の
あ
る
薬
剤
に
つ
い
て

　
は
、
火
気
等
に
近
づ
け
な
い
こ
と
。
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気
血
　
１

婚
前
学
級
を

　
　
開
き
ま
す

岡
崎
保
健
所
　
豊
９
　
　
－
２
5
０
1

　
日
時
　
３
月
2
7
日
剛
　
午
後
零
時

3
0
分
～
４
時
（
受
付
は
１
時
ま
で
）

　
場
所
　
岡
崎
保
健
所

　
対
象
　
婚
約
者
と
新
婚
の
か
た
（
で

き
る
だ
け
お
二
人
で
）

　
内
容
　
結
婚
に
必
要
な
知
識
（
希

望
者
に
は
血
液
検
査
を
行
い
ま
す
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
み
　
岡
崎
保
健
所
保
健
予
防

課
保
健
婦
係
ま
で
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の

　
防
火
作
品
入
賞
者
が

　
決
ま
り
ま
し
た

消
防
本
部
予
防
課
ｆ
ｔ
？
Ｊ
-
5
1
5
1

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
推
進
を
は

か
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
の
1
8
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
（
九
百
六
十
四
人
）

か
ら
防
火
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
と

こ
ろ
二
百
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
ポ
ス
タ
ー
の
部
　
市
長
賞
＝
安
藤

幸
也
（
大
樹
寺
小
３
年
）
、
中
眼
匡
規

　
（
香
山
中
１
年
）
他
各
賞
2
2
名

▽
習
字
の
部
　
市
長
賞
…
萩
原
朱
美

　
（
梅
園
小
６
年
）
、
近
藤
誠
和
（
竜
海

中
２
年
）
他
各
賞
2
2
名

▽
防
火
作
品
展
　
３
月
1
3
日
ま
で

　
入
賞
作
品
Ｌ
市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー

　
入
選
作
品
↓
太
陽
の
城
及
び
各
市

　
　
　
　
　
　
民
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
表
彰
式
は
３
月
２
日
伽
市

役
所
６
階
第
１
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

　
み
か
わ
く
ろ
ま
つ
盆
栽
展

公
園
緑
地
課
き
2
3
－
6
2
5
0

▼
期
間
　
３
月
1
2
日
出
　
1
3
日
間

▼
場
所
　
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー

　
栽
培
技
術
指
導
や
盆
栽
の
分
譲

も
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　
電
話
の
移
転
手
続
き
は

　
　
　
　
　
お
早
め
に

　
　
岡
崎
電
報
電
話
局

　
３
月
、
４
月
は
引
越
し
シ
ー
ズ

ン
で
電
話
の
移
転
工
事
も
多
く
な

り
ま
す
。
ご
希
望
の
日
に
工
事
で

き
る
よ
う
1
5
日
ほ
ど
前
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
岡
崎
局
豊
2
1
‐
1
0
0
0

　
　
　
　
羽
根
局
き
5
1
‐
1
0
0
0

郵
便
・
電
報
・
電
話
の

窓
口
取
扱
時
間
が
変
わ

　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

　
　
岡
崎
郵
便
局
　
ｅ
？
］
-
9
0
0
0

　
2
月
Ｈ
ロ
か
ら
市
内
の
各
郵
便

局
の
郵
便
、
電
報
、
電
話
の
窓
口
取

扱
時
間
が
次
の
表
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

ご 岡崎郵便局

き津皿便局
藤川郵便周
六ツ美SB便局
河合郵便周常●皿便丿笥

配達事務を

行わない

郵便局

平
日

午前９時～

　午後７時

午前9 Il,'f～

　午後５吟

午前９時～

　乍後５時（現行どぉ'))

土
曜日

午前９時～

　午後７叶

午前9時～

午後零時3(J分

午吋９時～

午筏零時'-W分
（几行どぉり）

日祝

曜祭aa

　収扱わない

※illl休の叫介は、祝察日の

　||だけ午IJij0時から午後零
　時30分まで収扱います。

取扱わない

※
犬
の
被
害
防
止
に
ご
協
力
を

　
郵
便
局
で
は
、
み
な
さ
ん
の
大
切

な
郵
便
物
を
一
日
も
早
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
配

達
中
に
職
員
が
犬
に
か
ま
れ
る
被
害

が
昨
年
１
年
で
７
件
あ
り
ま
し
た
。

　
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

愛
知
こ
ど
も
の
国
キ
ャ
ン
プ

　
　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集

雲
０
5
6
3
6
２
1
４
1
5
1

　
６
月
１
日
か
ら
９
月
3
0
日
の
土
・

日
曜
日
と
夏
休
み
期
間
中
、
キ
ャ
ン

プ
場
を
利
用
す
る
人
に
キ
ャ
ン
プ
指

導
の
で
き
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
○
大
学
、
短
大
、
高

校
に
在
学
中
の
か
た
　
＠
心
身
と
も

に
健
康
で
青
少
年
の
活
動
に
理
解
と

熱
意
が
あ
り
当
キ
ャ
ン
プ
場
に
随
時

宿
泊
し
て
活
動
で
き
る
か
た
　
＠
当

陥
会
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
研
修
会
に
参
加
で
き
る
か
た

　
申
込
み
　
応
募
用
紙
を
、
は
が
き
、

又
は
電
話
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
り
　
４
月
1
5
日
倒

　
応
募
用
紙
の
請
求
先
　
愛
知
こ
ど

も
の
国
協
会
利
用
課
〒
4
4
4
‐
0
7
幡
豆

郡
幡
豆
町
大
字
束
幡
豆
字
南
越
田
三

県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

臨
時
休
業
の

　
　
　
お
知
ら
せ

西
三
河
事
務
所

　
シ
ビ
コ
３
階
の
愛
知
県
岡
崎
県
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
、
ビ
ル
改
装

の
た
め
３
月
1
4
日
冊
か
ら
1
9
日
出
ま

で
休
養
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
、
婦
人
職
業

相
談
は
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所
で
、

そ
の
他
の
相
談
業
務
は
県
西
三
河
事

務
所
―
階
（
豊
2
4
－
1
8
5
8
）
で

行
い
ま
す
。
（
平
日
＝
９
時
～
1
7
時
、

土
曜
＝
９
時
～
正
午
）



お　か　ざ　き市政だより昭和58年３月１日19

生活課市民相談係

萱23－6492～6494市民相談　｀<6 ？’

｢人権擁護委員の紹介」

　市民相談係では、つぎのような相談を行っております。お

気軽にご相談ください。

毎日行っている相談

　
人
権
擁
護
委
貝
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
し
た
荒
川
義
次
氏
（
矢
作

町
）
ほ
か
一
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の

か
た
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
任
委
員
　
牧
野
新
太
郎
氏

　
再
任
委
員
　
竹
内
忠
光
氏

　
人
権
問
題
そ
の
他
心
配
ご
と
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
役
所
生
活
課
市
民
相
談
係
で
は
、

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
（
午
後
一
時

～
四
時
）
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
直
接
、
人
権
擁
護
委
員
の

自
宅
へ
相
談
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

名　称 内　　　　　　　　容

行政相談 市政に対する苫悄・要望・意見・相談・問合せ

生活相談 日常生活から生じるいろいろな困りごとの租談

交通事故相談 交通事故の賠價間題，保険請求手続き､示談の進め方等の相談

高船者職業相談 45歳以上のかたの求人・求職の相談と紹介

－

人権擁護委員

氏　　　名 町　名 電話番号

阿　部　達　雄

池　田　芳　俊

大　竹　庄　二

栗　木　満智子

佐々木　ヤチョ

高　島　　司

竹　内　忠　光

演　谷　m. 蔵

堀　井　三　平

牧　野　新太郎

三　島　正　幸

峰　洋佳　行

仁木町

明大寺町

明大寺町

乱:松町

亀井町

渡　町

井田町

伊賀新町

明大寺町

下青野町

大和町

能見町

45－2928

51 －5410

51－1086

51－1391

21-7585

31－7600

22-2137

22－2228

51一2090

43-2932

31－0924

24－1466

特別の日に行っている相談m& 1n卜尚
名　　　　称 相談日 相談員

心配ごと・人権相談 回l 0 人権擁護委貝

困りごと１行政相談 リ昌 行政和談委貝

法　律　相　談　(醐駄賃示)

　　　　18日　　３月22日

　　　　28日，－－－-－－－--－－--
　　４月ΛＭ

弁　護　士

税　金　相　談 ３月10日 税　理　士

住宅金剛、公剛

融　資　相　談 個謂
住宅金融公庫

相　談　貝

登　記　相　談 ３月10日
司法書士

土地家屋調在士

建　築　相　談 ３月16 日 建　築　士

測量設計相談 ３月24 日 刈　量　士

つて右側です。

※相談は、すべて無料・秘密です。

※市民相談係は市役所正面玄関を入

岡
町
）
▼
全
三
河
書
道
百
選
展
運
営

委
貝
会
▼
㈱
サ
ト
ウ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

チ
ェ
ー
ン
▼
早
川
キ
ミ
（
中
島
町
）

▼
三
星
製
菓
㈱

㈱
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼

猪
瀬
耕
八
朗
・
堅
次
朗
（
洞
町
）
▼

原
田
真
依
・
真
千
子
（
中
町
）
▼
柳

沢
康
光
・
光
子
（
大
西
町
）
▼
新
家

史
子
（
中
町
）
▼
水
越
岩
雄
（
青
木

町
）
▼
野
田
景
治
（
明
大
寺
町
）
▼

奥
井
昭
夫
（
康
生
通
）
▼
セ
ル
ビ
テ

ナ
ン
ト
会
（
康
生
通
）
▼
日
本
セ
キ

ソ
ー
エ
業
㈱
労
働
組
合
▼
木
村
克
二

　
（
橋
目
町
）
▼
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
婦
人

会
（
城
南
・
岡
崎
・
羽
根
・
福
岡
）

▼
石
川
輝
夫
（
上
和
田
町
）
▼
岡
崎

市
斎
場
▼
匿
名
の
か
た
１
名

乖
共
同
募
金
委
員
会

▼
岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
岡

崎
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
９
団
▼
岡
崎

た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
婦
人
部

１ 岡崎市の人□ １
昭和58年２月１日現在

　男　135.514人　　135人増

　女　138,075人　　184人増

　計　273,589人　　319人増

世帯数80,797世帯46世帯増

　
　
　
●

」
寄
附
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
平
松
美
佐
子
（
康
生
通
）
▼
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
岡
崎
第
２
団
カ
ブ
第
２

隊
一
同
▼
愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
争
会
▼
岡
崎
市
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
女
子
活
担
当
者
会
▼
三
島
婦
人

会
▼
㈱
松
坂
屋
▼
山
中
弘
一
　
（
門
前

町
）
▼
斉
藤
シ
ズ
エ
（
六
名
東
町
）

▼
日
本
タ
ッ
パ
ー
ウ
ェ
ア
㈱
岡
崎
製

作
所
▼
市
来
達
郎
（
明
大
寺
町
）
▼

柴
田
勲
（
大
西
町
）
▼
久
永
征
美
（
明

大
寺
町
）
▼
昭
和
5
7
年
度
愛
宕
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
昭
和
5
7
年
度
矢
作
西
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
昭
和
5
7
年
度
美
川
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
太
田
春
江
（
中
岡
崎

町
）
▼
近
藤
勝
義
（
八
幡
町
）
▼
神

谷
直
三
（
大
西
町
）
▼
昭
和
5
7
年
度

福
岡
保
育
園
母
の
会
▼
市
内
４
農
業

協
同
組
合
（
東
部
・
葵
・
六
ッ
美
・

矢
作
）
▼
稲
垣
正
明
（
熱
海
市
）
▼
岡

崎
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
㈱
岡
崎

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
公
社
▼
㈱
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
ビ
ル
▼
日
本
タ
ッ
パ
ー

ウ
ェ
ア
㈱
▼
㈱
銀
映
▼
河
合
優
（
材

木
町
）
▼
本
多
忠
義
（
桑
谷
町
）
▼

岡
杉
巧
作
所
▼
㈱
柴
田
▼
蒲
郡
市
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
運
営
協
力

会
▼
山
口
佳
夫
（
鴨
田
町
）
▼
鈴
木

信
男
（
幸
田
町
）
▼
渡
辺
信
吉
（
福
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ヽ
ヽ
ノ

付鎖Ｌ
著
け

　
１
佑
乃もｎ

凶

管財課財産係　023－6058

　
岡
崎
鳳
来
教
育
林
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

里
は
、
昭
和
5
7
年
7
I

'
2
6
日
に
オ
ー

プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の
か
た
の
、

ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
5
8
年
度
は
、
次
の
と
お
り
施

す設

　゜の

　巡

　営

　を

　し

　ま

　
な
お
、
ホ
ソ
バ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
開

花
時
期
は
、
４
月

下
句
か
ら
５
月
上

　
な
お
、
予
約
は
電
話
で
も
可
。

　
使
用
料
　
無
料

　
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　
米
・

缶
詰
な
ど
の
食
糧
、
寝
具
、
懐
中
電

燈
、
や
か
ん
、
新
聞
紙
、
雨
具
、
ゴ

ミ
袋
な
ど
。
テ
ン
ト
の
持
込
み
は
禁

止
。

　
現
地
に
用
意
し
て
あ
る
も
の
　
テ

ン
ト
（
６
張
）
、
毛
布
（
１
人
１
枚
）

飯
ご
う
、
鍋
（
な
べ
）
、
包
Ｆ
、
ま
な
板
。

　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
絣

（
ま
き
）
に
つ
い
て
は
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
、

お
い
で
ん

　
日
曜
施
設
め
ぐ
り

　
期
日
　
４
月
1
7
日
・
５
月
８
日

　
見
学
先
　
南
設
楽
郡
鳳
来
町
大
字

川
合
　
。
岡
崎
鳳
来
教
育
林
　
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
里
″

　
参
加
資
格
　
市
内
に
、
在
住
・
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の

か
た
で
、
５
人
以
下
の
グ
ル
ー
プ
（
例

え
ば
一
家
族
ご
と
）
で
お
巾
込
み
く

j個人募集

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小
中
学
生
は
、

保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
両
日
と
も
4
4
人

　
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
参
加
を
希
望
す
る
日
を
記
入

し
て
、
〒
４
４
４
　
岡
崎
市
十
王
町

二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
秘
書

課
広
報
（
日
耀
施
設
め
ぐ
り
）
係
へ

３
月
3
1
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
お

中
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
全
員

に
連
絡
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
・
集
合
場
所
　
両
日
と

も
午
前
９
時
・
市
役
所
束
玄
関
市
民

コ
ー
ナ
ー

　
解
散
（
市
役
所
到
着
）
予
定
時
間

午
後
４
時
3
0
分

　
参
加
費
　
無
料

　
持
参
す
る
も
の
　
昼
食
・
水
筒
な
ど

　
そ
の
他
　
①
山
登
り
の
で
き
る
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
②
現
地

で
は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
即
売
し
ま
す
。

③
本
人
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
に
つ

い
て
は
、
応
急
措
置
は
し
ま
す
が
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。
④
雨
天
決
行

豊23－6033岡崎市市長公室秘沁課〒444岡崎市十王町２丁目９番地・編集と発行

美
し
い
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
み
て

　
　
自
Ｉ
Ｉ
－
Ｕ
の
ふ
れ
あ
い
を

旬
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
場
所
　
南
設
楽
郡
鳳
来
町
大
字
川

合
地
内
　
（
鳳
来
湖
上
流
）

　
期
間
　
４
月
1
5
日
～
1
0
月
1
5
日

　
利
用
資
格
　
３
人
か
ら
８
人
ぐ
ら

い
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
か
た
。

　
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
高

校
生
は
学
校
の
承
諾
書
が
必
要
で
す
）

　
申
込
方
法
　
日
帰
り
・
宿
泊
い
ず

れ
も
利
用
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

市
役
所
５
階
管
財
課
へ
（
印
鑑
持
参
）

･ －

秘書課広報係　豊23－6 03 3
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